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　〔目的〕スコットランドにルーツを持つタータンチェックは、糸の配列や配色が織りなす

豊かな変化により、世界中のファッションに用いられており、‘団体としての’アイデン

ティティの表現としてや品質に伝統を持つブランドの柄としてわが国において人気を得て

いる。そこで、欧米文化を導入した明治期に焦点をあて、わが国の洋装化の進展の中で、

タータンチェックがどのように受け入れられていったかを探りたいと思う。

　［方法］「TARTAN」「Victorian and Edwardian Fashion」［ENGLISH WOMEN' S CLOTHING］

　「日本女史洋装の源流と現代への展開」「家庭雑誌」「三越」「流行」（白木屋）、錦絵

などの資料を中心に、1 9世紀以降の英国のファッションとわが国の洋装を比較し、特に、

タータンチェックの展開について調べた。

　［結果］明治期の毛織物製品は輸入品で、欧米の服装がそのまま反映され、女子のハッス

ルスタイルや男女のショール、膝掛け、男子のインバネスコニト、二重廻し、チョッキ、

子供のコートなどにタータンチェックが見られ、当時は高級な品で、一部の上流階級の人

しか身につけられなかった。

2Ga－10 大正期の機械捺染
　　　　　　　日本女大人間社会　○槽井理恵

〔目的〕日本における産業の近代化の新たな観点として、大正期における木綿への機械捺染

の導入と展開についてとりあげる。明治期においては技術の向上、施設の整備に莫大な資

金が必要とされたため経営上は利益につながらなかったが、機械捺染の導入に際しては多

くの期待がよせられ、経営は継続された。その後の機械捺染業、製品を研究することによ

り、日本の染色業における初の大量生産品の製造の経過について研究することとした。

〔方法〕大正期を通して発行された、｢日出新聞｣、｢染織時報｣、｢日本帝国統計年鑑｣をもち

い、捺染機械導入によりもたらされる経営、製品開発、販路の変化についてとりあげる。

〔結果〕研究により以下２点が明らかになった。
１、大正期に入り技術の向上が図られ、製品の量産が可能となったが、日本国内や世界の

経済状態に企業の経営が翻弄された。
２、国内向けには、擬銘仙、擬絣、更紗、輸出用には更紗が生産されたが、これらの商品

価値基準はその意匠ではなく、染色堅牢性にあった。
銘仙、絣、外国製品の更紗の模倣を行い、輸入を激減させる等成功をおさめた捺染業にと

って第一次世界大戦が大きな影響を与える。西欧諸国の生産力の低下は日本の生産力の増

強には有益であったが、短期間であったために安定した経営力をつけるにはいたらない。
設備や運転に巨額な資本が必要なため、借入金を抱える企業が多く、出資家の形勢が不利

になると企業の経営が困難となった。しかし捺染技術は重視されたために、不況時代も経

営維持を可能とする巨大な紡績会社の傘下に収まるなど経営の強化がはかられた。
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